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ＥＸＰ連結材（ＡＬ）

スライド材（樹脂）

上下枠（ＡＬ）

格子受

縦枠（ＡＬ）

立格子（ＡＬ）
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ＥＸＰ連結材 Ｌ＝100（ＡＬ）

縦枠＝ＭＰ４２６０（ＡＬ）

立格子 Ｓ２４２３Ｔ（ＡＬ） アルミ丁番

格子受 ＭＰ４０１０（ＡＬ）
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支柱芯々 （P）＝ストローク×3　+　645

特記事項；ストロークとは√（X軸可動量の二乗+Y軸可動量の二乗）とする。

ＥＸＰ手摺全長（W)　＝P-105（90）
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縦枠キャップ（樹脂）
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ストローク300の場合の参考立面図（±0）
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H

=

1

1

0

0

P=1545

DW（A)＝1395

DW（B)=1395

1

0

D

H

=

1

0

2

0

1

0

45

4560

60

352.5 10100

945 400 200

H

=

1

1

0

0

P=1845

DW（A)＝1695

DW（B)=1695

1

0

D

H

=

1

0

2

0

1

0

45

4560

60

52.5 10100

945 700 200

4

2

（先付溶接アンカー工法）

エキスパンジョイント手すり
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インサートアンカー(別途）

排水穴
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